
○概　評

➀非該当とした項目

・日常生活支援サービス

例）入浴、外泊、理容・美容、所持金・預り金の管理等

・就労支援事業所の固有のサービス

製品の販売

②独自に必要と思われる評価項目等

・就労支援事業所の固有のサービス

サービス提供にあたっての、事業所独自の内容とか特徴を別に記入する項目があってもよいのではないか？

③項目評価を通じて気づいた点など

　　　障害福祉サービス共通評価基準　概評　〔各シート共通〕　

　①非該当とした項目（放課後等デイサービス、児童発達支援については「いいえ」とした項目）の説明、②独
自に必要と思われる評価項目等、③項目評価を通じて気づいた点などを記入してください。

各項目で、当事業所の目的に沿った利用者の対象は、日常生活についてはほぼ自立されている方で、「一般企業へ
の就労」を目標とされているので該当しない内容が多い。

・初めて障がい福祉サービスの評価をしたが、地域への事業所開放やボランティアの受け入れまでまだ手が回っていない
ことを反省している。

・就労後の支援の体制がまだ就労者がなかったので、窓口や具体的な体制が明確化できていなかった。
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○サービスの質の向上に向けて取り組む課題

新規
継続
終了

新規

新規

　前回までの評価において、サービスの質の向上に向け取り組む課題を設定している場合はその内容と進捗状況
を、また、新たに今回の評価によって今後取り組むべき課題がある場合も、その内容を記入してください。

関連する項目
取り組みの期間

（○年○月から○年○月まで）
内容および進捗状況

地域生活への移行 地域生活への個別移行計画の策定はまだしていない。 令和6年４月から令和７年３月まで

ボランティアの受け入れ
全くできていない。講師やパソコン操作の指導な
どにも来ていただくことも検討。

令和6年４月から令和７年３月まで
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